
■決算状況

交付金配分枠 13,636,000 円

交付金決算額 13,533,085 円

その他収入    4,181,264 円

99.2%

各分野の決算

①協議会運営 8,933,886 円

②地域振興 3,998,469 円

③地域福祉 542,643 円

④安心・安全 148,330 円

⑤環境づくり(土木工事） 0 円

⑤環境づくり(その他） 350,587 円

⑥地域個性創出 3,740,434 円

決算総額 17,714,349 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

交付金決算額／配分額    

阿東地域づくり協議会　地域づくり交付金事業概要（令和７年度）

　過疎化等の現状の中、イベント、学習会など開催し情報交換に力を入れた。

　すべての世代がふるさとへの誇りを持ちみんなでつくる阿東地域

事務局人件費、事務費

【各地区協議会集約分】
篠生盆踊り【篠生】　篠生分館竣工記念イベント【篠生】　長門峡カフェ&渓谷てくてく
ウォーク【篠生】　長門峡・篠生関係人口創出プロジェクト【篠生】　生雲地区盆踊り大会
【生雲】　祭りを盛り上げよう【生雲】　生雲ふれあいフェスタ【生雲】　生雲サマーナイト
フェスタ【生雲】　新春交流会【生雲】　しだれ桜フェスタ【地福】　ほほえみの郷トイトイ感
謝祭【地福】　関係人口創出の取り組み【地福】　自治会連合会活動の充実【地福】　ふ
るさと探訪【徳佐】　イルミネーション事業【嘉年】　嘉年ホタル観賞会【嘉年】　グラウンド
ゴルフ大会【嘉年】　嘉年ゆうすげフェスタ【嘉年】　ふれあい運動会【嘉年】　ふれあい
マップ活用事業【嘉年】　笑顔カフェ事業【嘉年】　広報誌発行【徳佐】　広報誌発行【嘉
年】
【阿東全体分】
地域広報誌発行　令和版あとうふるさと祭り　地域を明るく照らすイルミネーション

■地域の情報

地域人口 3,953人 自治会数 123

世帯数 1,966世帯 自治会加入率 102.4%

※数値は、令和8年4月1日のもの



③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

【各地区協議会集約分】
もみじ祭り事前景観整備事業【篠生】　地区民みんなで清掃活動【生雲】　桜の園【生
雲】
木和田トイレ清掃【生雲】　和田山・勝山城跡整備事業【嘉年】　クルミ事業【嘉年】
【阿東全体分】
ＪＲ山口線駅トイレ管理費の補助

【各地区協議会集約分】
長門峡もみじ祭り【篠生】　篠目駅を活用した山口線と地域活性化【篠生】　生雲どんど
【生雲】　きもだめし大会【生雲】　秋祭り子どもみこし【生雲】　秋祭り奴道中・花車巡業
【生雲】　読み聞かせ【生雲】　クリスマスナイトフェスティバル30周年【地福】　地域で支
える青少年健全育成【地福】　魅力ある学校を地域外に発信【地福】　どんど焼き【徳
佐】　徳佐夏祭り【徳佐】　ヤマシャクまつり【徳佐】　市川ホタルの会【徳佐】　神楽舞保
存活用事業【嘉年】　若者支援事業【嘉年】
【阿東全体分】
徳佐小学校ふれあいコンサート　梨とりんごのお花見ピクニック　文芸阿東発刊　阿東
グリーンコーラス記念誌発刊　小中学校交流会　新成人記念品贈呈

【各地区協議会集約分】
　防災研修会【篠生】　自主防災【嘉年】　自主防災【生雲】

【各地区協議会集約分】
敬老会【篠生】　地域の仲間と交流＆活性化の研修の旅【篠生】　三世代交流門松づく
り【篠生】くもたんハウス支援事業【生雲】　福祉的まちづくりを考える会【徳佐】　福祉交
流会【徳佐】　三世代交流会【徳佐】



■重点的に取り組んだ事業

事業名 令和版あとうふるさと祭り 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 二十歳のつどい記念品贈呈 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 小中学校交流会 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

阿東の魅力発信の祭りを継続していきたい。

44,938円

対象者３５人中３３人から記念品贈呈の申し込みがあった。

少子高齢化が進む阿東地域で各世代が集い、地域に活力が生まれた。

513,774円

２５０名

ステージイベント、バザー、体験コーナーなど

地域の特産品と地域の話題に触れることで、ふるさと阿東の良さを再認識できた。

来年度も実施したい。

③

園児、児童・生徒と地域住民との交流を図る。

園児、児童・生徒の前でたい焼きを実演することで、子供たちと地域住民の交流が
進んだ。

地域とのふれあいの場となったことで、保護者にも好評であった。

来年度も実施したい。

阿東地域の保育園、小中学校を巡回し、たい焼きをふるまった。

令和７年１１月４日～１１月２８日

１３０名

新米をはじめ阿東の味覚を十分味わってもらった。徳佐小の児童によるりんご販売
など好評だった。

②

少子高齢化のなか、阿東を離れた新成人の方に故郷を思い出してもらう。

令和７年１２月～令和８年２月

３３名

205,040円

阿東出身の二十歳のつどい対象者に特産品と広報誌を送った。

①

阿東の魅力を発信する。

令和７年１１月２日


